
粉状爆薬の異状分解とその対策について
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洪層に於ける M.S.発破 に降し,爆薬の管鳴 り,

磯節,慾境らしき分解現象が時折 りあることは知られ

たことである｡

この原因特に燃焼問題に臓しては,クレームとして

メーカーに通知されることはあるが,炎際私共火薬技

術者の日射で生じた例はなく.このクレーム処理に対

しても現免そのものを発破係月或いは発破係員より報

告をうけた上司より附くのであって松焼現象が如何な

るものか十分把握されていなかった｡

従ってこれに対する対応処田も赤熱鉄捗純鉄･導火

線釈放等を例にとって.燃える場合は供給がまざって

いた｡即ち半切亦包を使っていたため薬粉と炭粉との

まざった処-隣接孔発破の高iRガスが亀裂をとおして

適 した為におきたのではないかとの推測をするにとど

まることが多かった｡

而LM.S.発破をかけた 1段-5段迄 の中の4度

が燃えたとか,5段が燃えたとかいうことが亀裂をと

お して過した所検札の高温ガスによっておきるもので

あろうか｡又この場合の価先筋管はどうなっていたの

であろうか｡現場で附く色々の蹄を練合すると,私共

の今迄の推測に何か訊 pがあった様に考えられる｡

本間留の原因探究に関する基礎詫敦については革者

等も当協会旋24巻6号1㌧ 25巻 3号2)に報告した｡

幸にして今般帝国火工品 (株)美唄工軌 日本化薬

(株)公見沢作某所,日本油庸 (樵)芙唄工場の担当

者の方々の御協力を稗ることが山楽,盛頭炭現場を用

い原田究明鉄故を行って一応の括絵を得たのでこれを

報告する｡

I)管鳴り取払と軽焼事故について

これ等を大別すると次の如き現執 こ多く見られる｡

1) 薄層良の沿層挽赴 く例 図 1)

急使斜の蒋屑炭を沿層祖述する場合,中小炭紛 こ放

ては石炭を先に抜いて出炭とし,貫岩,砂岩等の岩石

は後から発破している｡

石灰伽の乗込みはできるだけ孫くしておく方が岩石

部の2自由而発破には効果的である｡

こんなとき石炭屑の穿孔方法がむづかしく,薬室閉

偏に近接したものが出丸4段又は5段に管鳴pを生

ずることが多い｡この際把気留肝班体はやはり鳥穂状

であI),中には紙筒に何らの択悔をも与えない管鳴り
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孔 敦 (炭層缶) 7本 (rf公拓)11本

装 薬 各孔 90grx3本

巨 卜があった｡内図 1例現敬の燥射 消費地は全体 (

切羽)では 670g/m8-840g/m8になる

が,石炭部だけで肝井すると発破の延び t.5m で 1,050g/m8. 1･2m で



この場合払現場の作業の安全のため上 ･下盤をなる

べくいためない様に少薬最使用による比故的近接孔の

段発電管使用の発破をかける｡この時やはり2段,3

段に管鳴りを生じ,瞬発には管鳴りが発見されない｡

図2例で判る如く穿孔形式は瞬発12段,2段-3段

の薬重間隔はせまくなるが3段一瞬発の薬壷間隔はは

なれる｡この時の管鳴り電管の戊管射ま鳥穂状又は極

めて大きな ｢ボンカス｣として発見されている｡

3) 加背の両横に披べて大きな延びを包む炭掘進

(例 団3,図4)
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O隼 sb-○この現場では片心技発破の

M･S･4段,5段 に管喝ク

が発見されることが多く又管鳴 り渡管体は l),2)と同唖のものであ

る｡又この租現場の管鳴りを生ずるような箇所に燃焼事

故が散見されている｡図3の場合の爆薬使用

量は 400g/m3乃至 600g/mlにて炭掘進としては適切と思われるが,

数回の入坑調査によると心抜部1段-5段 の発破 の薬蛮nJ]掛 こは

20cm 席位の近接孔が生ずることもある事実がつ



3) 管喝り事故 C
鳥穂状叱管が攻管として発見されることが多い｡

(図 7.写1雉l)
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図 7

I

写 衣1M.S.包帯 1段-5段を模造薬包 (沈降

性脱酸*/レシウム入)に装着し.尉釧こ一礼宛穿孔.装薬,

発破をしてその抜管体を調べた結果ではかかる烏龍

状奴管体は全 く発見されなか

った｡町)近接孔免軌 =よる屯管の変形について

(図 8,図9)

A杜,B比のM.S.能管について蕗放炭

に大々 Imの穿孔をし.中心部に柄燦]80gを装

填埠発せしめ,その近傍 15cm乃至 4

5cm の穿孔中には沈降性以酸カルシウム入模造薬包に M.S.穏

管 を洪帝し,術筆圧による塩管の変形を

調べた｡(図 8)10 ● 孔 硝煙 1

80go 孔 沈降性カル入梅近薬

包に菰管装恐AAB.lI A牡 2段 MS

A杜 5段 MSB

故 国発B牡 ～段 MS図 8近接

孔の寵管には点火玉脱洋のもの及び変形晶各柾が見

出された｡(図 9)甲放牧 専 管･･タI収斗漣
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薬は衝撃波の通過によっては固化しないことを砲諾し

た｡炭層に於て発見される攻冊非包がかたくなってい

るのは,衝撃波の油過によるものではなく他の瓜田に

よるものと考えられる｡即ち節2薬包 の攻厨 の場合

は.第 l薬包の爆発生成ガスによる静的圧力又は発破

終了後時間の経過により生ずる盤圧によるものと推定

される｡衝撃波の通過は粉状爆薬を軟らかくさせても

剛 ヒさせない市来はチャンネルエフェクトにより砂上

の硬質塩ビ管中で爆走中絶現金がおきた場合はじめの

試料が固化薬包であっても中絶両よりの 1-2本は軟

らかく挟みほぐされている事実によっても其付けられ

ている｡(図 )0)
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援常盤LJ管内の砂上迎燥試改

訳 料 閑化せる 25mmxTOOgr

アンモン煩累 15本

紙 果 3本完爆 12本挽何

班付薬はもみみほぐされ軟くなって

いる｡

図 10

V)鳥位状萩野体の成田について

帝火美唄,日化封見沢の御研究 に よれ ば,(図日)

M･S.雷管を鉄抜 く好さ 3mm)をはさんで,在列結

線発破をすると,瓜托状戎管件がuIることが明らかに

なり当所の突放でも押現され,時には未分解綿装薬付

管延も見LtIされた｡(:lj拝 2)

帝火炎現工場実験
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包に葉番し
,
坑層内に普通の方法で装薬し
,
発較就親

を行ったがM.
S
.l
Li管を空中或いは水中で燥発させた

時見出される如き云わゆる｢ボンカス｣は発見されな

かった｡又この
模造凝包ですら雷管の爆発によ1)
確管

装潜称 は完全に破蟻され
,
管鳴I)苑包にみられる如き

紙筒の蜘偏の少ない兆包は存在しなかった｡

更 に当所の日制動燦純艶に於ては瞬発奄馴吏用であ

るが管鳴り現象は皆無である｡
Ⅵ)死圧柵雷管による碑性の起爆とその句管破片に

ついて(図12)
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,
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合物系)について穿孔内-装填の上発破したが,各笹

硝糠弗管鳴りとなり大きな雷管破片が発見された｡

本来敦は少数釈放のためか燃焼現射 ま見られなかっ

た｡

Ⅶ)炭層r=おける碑煤の蝕晩

炭層における硝煙の燃焼を爽現させるため硝石｢木

粉系,でんぷん一塩索敵カリ系等の各都督火剤で着火

突放を行ったが,何れもこれ等蔚火剤の燃焼ガスによ

り墳塞物がとび出し着火させ得なかった｡その後日化

岩見沢で大きな管体破片 (加熱状態)の出るような特

殊帝火具 を御製作戴き,露就床で穿孔機蚊用後炭紛

(乾燥)を全く出さず各種硝燦について着火就敦を行

った｡(図 13)
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本失政により 12孔の穿孔内へ装填した硝僻の中発煙

筒の如く烈しく発煙燃焼したケースが3回あった｡

当協会誌25巻 3号に報告した砂中埋没戊粉披礎の燃

焼と比較して,炭層中での燃鰍 ま我々が尖麻発鼓係且

の方々からときたま開いた燃焼クレームの状況と一敦

する点大きな収穫であった｡ただ問題点は隣接孔の衝

撃により変形した髄管を用いて炎際炭層で着火させて

見る必要があるけれどもこれは兼だ突放の機会を得て

12

いない｡

Ⅶ)捻 括

吸湿剛 ヒ弓削こより晶質の低下した爆薬の任用.梅韓

な水孔-長時間装薬後の発破実施等の如く硝安爆薬の

使用上に欠陥のある場合以外の管鳴りと髄 事故の成

因には共通点がある｡これをふせぐためには炭鉱にお

ける爆薬の使用法に次の点十分の性悪が必要である｡

I) 薬壷間隔は十分にはなすこと

このためには填英樹 ま穿孔の口もとまで十分に行

ない適正なる標坤発破をすることが必要である.

このことにより爆薬使用量の原蝉位も減少し,爆

薬任用の合理化も通成される｡

2) 穿孔内の乾いた炭粉はよく出すこと｡

乾いた炭粉はブローするか,その他適当な方法で

出来るだけ出してから薬包を糞堀することが,燃

焼事故をなくする上,又魂留薬を防ぐ上からも望

ましい｡

甲炭鉱においては発破規格の変更即ち薬畠間隔の近

接をさけた無理のない発破規格実施により今造よくあ

った管鳴?司‡故がなくなった｡

又その他の山に放ても非童間膜を十分はなす(45cm

以上)発破指導により最近私共の所へ入って央る管鳴

りl脚 の事故例を脚かなくなった｡

本突放を実施するにあたり御協力と御援助を欺いた

三井鉱山 (株)砂川鉱米所第2坑々長打門律氏及び各

種試料の御提供と爽敦に関し御協力を放いた帝国火工

晶 (樵)爽現工場,日本油脂 (樵)美唄工数 日本化

莱 (樵)場見択作業所の封任者の方々に厚く感謝の意

を表します｡
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Incoalmineblastingbydelayelectricblasting･caps,sometimesexplosivesburn
inashot･holeordonotinitiatetodetonate.

SuchphenomenahaveoccurredintheEouowingcases.

(1) Whentheintervalsofchargedholeswereshort.

sometinesinM･S･blastingnearshot-holes,#3･糾 or券5delayelectricblasting･caps

(L2) エ凍火薬協会鈷



aredistortediLndth e紀 CapSdetonateimperfectly･Consequently,thesecapsbreak

intolargepiecesandexplosivesdonotdetonate.

(2) Wh entherewereaconsidcmblecoaldustinashot･hole.

Wh enconsiderablydrycoaldustexistarotndthechargedcartridge,thelargepieces

ofblasdng･capSmakeacauseofcombustionofexplosives.

Forpreventingtheabove,werecommendthefollowing:

(1) BecarefulalwaystOmaketheintervalsofchargedholesatmorethan45cm.

(2) BecarefulAlwaystOremovethecoaldustfrom ashot･holebeforecharging.

(Oncombustionofexplosivesandfailureofdetonation)

瞬間陰彫写民法による爆薬爆碑の観察

節 1報 クラフト紙筒中および臼砲中の爆薬の

爆曲について

古 田 正.赤 羽 周 作 ･田 中 雅 夫 ･松 本 巣事

I.まえがき

準者等は恥 こ噂燥線を使用した燥発瞬rlq写矧 こつい

て報告l〉したが,この場合は導爆線の畑発光坪を使用

したものでさらに改良の必賓があった｡また陰影写共

を得るためには光源の明るさが不足した｡

その後,英国の H.C.GrimShaw氏の老来による

rァルゴンフラッシュ光源を使用する瞬間写苅故｣ I)

が提唱され,この方故により傭易に爆発硯銀を依癖す

ることは爆薬安全度釈放結果と併せ奇癖す引こ布劾な

ことを認めたのでここに報脊する｡

Ⅱ.乗故項目

本報告においては,つぎの各項目について税宿 し

た.,

()) 小型臼砲孔口附近における爆薬の僻轟

(2) クラフト紋筒中の装薬の紙伺開口蛸付近にお

ける燦轟

(3) クラフト横間仰面スリ･/ト付近における装薬

の燥轟

(4) 木陰スリ･/ト付近における装薬の燥轟

(5) 二枚の木板lmにおける爆薬の爆古

Ⅲ.央験方鼓

アルゴンフラ･Jシュ光源を使用して脚mlFTJ･井をとる

可称蛤年12月9B受皿

.文を妓横軸 研 究涙拓北ESi7m町

VoI.27.No.t.19一l

には,その光源による反射法とスクリーンを用いた陰

好写其法とがあるが,筆者等はここでは主として後者

の陰影写某法を用いた｡

実験配置については Fig.Ⅰに示すが.被写体 〔A〕
アルゴンフラ･/シュ 〔B〕,導爆線 〔C,C'〕,スクリ

ーン 〔D],カメラ 〔E]を配放して,まず雷管 lF〕

の起爆により.導爆線 〔C,C′〕が爆発し,ある姫秒

時 tl後に被写体 〔A〕が爆発し,さらにある秒時 Ll

後にアルゴンフラッシュ光源 〔B〕が爆発する｡その

閃光によ))被写体 〔A〕の爆発過租における衝撃波お

よび爆発生成ガスの陰影をスクリーン 〔D〕に投影し

たものを開放カメラ 〔Ejによって捜彫する｡

Fig.1 Te




